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韓国口訣資料の電子的構造化

本卜鎖浩(ソウル大学)

本発表では、韓国口訣資料の持つ様 hな情報及び構造を効果的に電子化し、研究に有用に活用できるよう

にする方案を考えたい。まず資料の持つ情報及び構造が比較的単純な音読口訣、次に少岬複雑な字吐釈読口

訣、そして最も複雑な点吐口訣という順に議論を進めることにする。点吐口訣資料は韓国学術振興財団(現

韓国研究財団)の支援を受けて実現した角筆点吐口訣解読プロジェクト(研究責任者:李丞宰教授)を通して電

子的構造化的作業がなされ、字吐釈読口訣と音読口訣資料はやはり韓国学術振興財固め支援を受けて実現し

た口訣辞典編纂プロジェクト(研究責任者:黄善樺教授)を通して電子的構造化作業がなされた。本発表の多く

の部分は発表者がこれらプロジェクトに自ら参与しながら経験し、途行したことを紹介するという形になる

だろう。

1.音読口訣

音読口訣とは、漢文原文の適切な位置に韓国語め助詞や語尾のような文法要素を挟んで漢文の理解を補助

するものであるが、漢文の語11匝は変えずにそのまま読み、漢文の構成要素を常に音読する口訣を指す。音読

口訣は高麗時代末(14世紀)から朝鮮時代にかけての資料がとても豊富に残っている。

口訣辞典プロジェクトチームの最初め課題は、この多くの音読口訣資料の中で電子化して辞典に反映する

資料をどのように選択するかということであった。広範囲め文献調査及び撮影に相当な時間と費用が必要な

わけであるが、口訣辞典プロジェクトにはこのような作業のための予算は策定きれていなかった。幸いにも

文化財庁において、国宝または宝物として指定きれている典籍文化財の大部分を撮影したものを“国家記録

遺産"(http://memorykorea.go.krρというウェブサイトで提供していた。ここで提供されている資料的中で

音読口訣がついている資料を調査した結果、以下めく表1>のような文献のイメージ資料を入手することがで

きた。宝物として指定された資料はだいたいにおいて相当に古い時代的資料であるため(高麗時代または朝

鮮前期)、資料としての高い価値が保障されている。

宝物号数 文献名 所蔵状態 所蔵処 備考

694 仏説四十一章経 湖巌美術館 ニ経合綴

695 仏説四十一章経 湖巌美術館 ニ経合綴

696 金剛般若波羅蜜経 誠庵古書博物館

698 拐厳経 巷6-10 湖巌美術館 青龍寺版

700 禅林宝訓 湖巌美術館

759 拐厳経 巷1-10 国立中央博物館 1401年版
771 般若心経略疏 ソウル大学杢章閣

938 円覚略疏注経 巷上之2 湖巌美術館

939 拐厳経 巻4-7，8-10 湖巌美術館 青龍寺版

959-2-2 拐厳経 巷4-7 祇林寺 醐蝶装

959-2-27 禅門枯煩集 祇林寺

959-4-13 禅門姑頒集 祇林寺

959-4-3 拐厳経 巷2-4 祇林寺

974 川老金剛経 ソウル歴史博物館

1016 円覚略疏注経 巷上之2 求仁寺

1052 天台四教儀 尽畿j萱博物館

1077 近思録 淑明女子大学

1080 円覚略疏注経 巷上 国立中央博物館

1082 金剛経 国立中央博物館

1104 地蔵経 湖林博物館

1108 仏頂，心陀羅尼経 湖林博物館
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1148 法集別f丁録節要弁入私記 明知大学

1153 法華経 巷1-3 Vanアジア紙博物館
1171 円覚略疏注経 巷下之2 湖林博物館

1193 慈悲道場償法 Van7ジア紙博物館
1222 法集別f丁録節要弁入私記 Vanアジア紙博物館
1224 仏租ニ経 Van7ジア紙博物館
1248 拐厳経 巷1-4 湖林博物館

1297 禅宗永嘉集 ソウル歴史博物館 金守温肱

1306 法華経 巷1，2，4，6 直指寺

表 1:宝物として指定きれ“国家記録遺産"ウェブサイトで提供されている音読口訣資料

これに加え、南豊鉱教授所蔵の音読口訣資料の提供を受け、これを撮影し口訣辞典編纂に利用することと

なった。南豊鉱教授による資料は、「金剛経JJ3種、「甥厳経JJ1種、「大慧普覚禅師書JJ1種、『法華経JJ6種、『詩

伝JJ1種、『春秋左伝JJ1種、『顕正論JJ1種である。これに南擢県教授所蔵の『傍厳経JJ1種とその他個人所蔵の『

誠初心学人文JJ2種も加わった。

本発表においては『楊厳経』とあわせて最も多くの異本が残っている『法華経』を例として電子的構造化的過

程を説明しよう。韓国において高麗末及ぴ朝鮮時代に刊行された『法華経」はそのほとんどが戒環の『法華経

要解JJ(全7巷)である。したがって音読口訣がついている『法華経』も全て『法華経要解』であり、また15世紀に

刊経都監から韓国語で刊行された「法華経諺解』も『法華経要解』を翻訳したものである。音読口訣資料的場合

『法華経』本文だけでなく戒環的解の部分にも口訣がついており、『法華経諺解』もまた本文だけでなく戒環的

解の部分も諺解きれている。もし、もっと多様な「法華経』のテクスト/注釈書に口訣がついて伝わっていた

ならば資料の構造化の問題がより複雑であったはずだが、全て戒環の『法華経要解』に一本化きれていたため

に作業が比較的単純であったのは幸いである。口訣辞典プロジェクトチームにおいてイメージファイルを確

保した音読口訣資料は、宝物1153号(Vanアジア紙博物館(唖叫入l叫号01博物館)所蔵)、宝物1306号(直指寺
所蔵)、南豊鉱教授所蔵本(以下素谷本とする)の6種であるが、全7巷がすべて揃っているものはなく、すべ

て一部のみ伝わっている。巻2を例として説明すれば、宝物1153号、宝物1306号、素谷本3、5、6が残って

いる。そして、口訣資料ではないが韓国語史研究において非常に重要な位置を占めるハングル資料『法華経

諺解』も参考用として電子的構造化の作業に含められた。また『釈譜詳節』及ひf月印釈譜」にも『法華経』を翻

訳した部分があり、これらもまた作業に含まれることとなった。ただし、「法華経』巷2に該当する部分は「釈

譜詳節』には無く、 F月印釈譜』巷12にのみ存在する。これら資料のイメージはく図1-9>を参照されたい。
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図 2: r法華経諺解.JI(東国大学所蔵〉巷2張2
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図 3:宝物1153号『法華経』巷2巻首 図 4 : 宝物 1306号『法華経』巻2~芸首
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図 5・素谷本3r法華経』巷2巻首

図 6:素谷本5r法華経』巻2巻首
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図 7:素谷本6r法華経』巷2巻首
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図 -8: r月印釈譜』巻12張2b

図 9: r月印釈譜』巻12張2a

これらの資料を有用な電子資料として構築するにあたり最も重要視したのは、文献閉め相互参照可能性で

ある。例えば‘リしニ干'と いう口訣吐を検索すると、 『法華経』各2から素谷本5と素谷本6の用例が発見され

た。(く図10>用例29-34番参照)。ここで用例29は素谷本5、用例33は素谷本6め例であるが、これらは『法

華経』の同一部分に対応する。この時、 宝物1153号、宝物1306号、素谷本3においてはこの部分で口訣がど

のように現れるのかが気になるところである。また、干IJ経都監本r法華経諺解』ではこの部分でハングル口訣

がどのよ うに現れ、どのように翻訳されているのか、 『月印釈譜』巻12ではどのように翻訳されているのか

もまた気になるところである。

このよ うな検索を可能にするには、各資料めテキス トが適切な長さに分節きれている必要があり 、各分節

単位毎に一定的タ ク'(tag)がついている必要があり、各資料のお互いに対応する単位にはそのことを示すタ

グがついている必要があるだろ う。 そこで我々はまず『法華経諺解』の諺解文を適切な長さに分節し、各単位

に一定め規約に従ってタグをつけた。(く図11>参照)。タ グには、文献名、巻次、張次(前面はa、後面はbで

表示)、 該当張内においての連番等の情報が盛り込まれている。該当単位がr法華経』本文なのか戒環の解な

のかも表示しなければならなかったが、これに関しては作業が相当に進行した後ようやく 気付くこととな

り、 この情報は反映することができなかった。残りの資料、すなわちr法華経諺解』のハングル口訣文、 『月

印釈譜』、宝物1153号、宝物1306号、素谷本3、素谷本5、素谷本6はく図11>のような『法華経諺解』諺解文

の分節状態に合わせて分節及びタ グ付けの作業がなされた。このようにして作られた資料を一つのフ ァイル

にまと めた結果がく図12>である。各資料には対応タク'(r法華経諺解』諺解文のタ グ)と各文献自体のタグが

ついている。音読口訣資料には対応タグが行の先頭に、自体のタグが行の末尾じついている。r法華経諺解』
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ハングル口訣文では反対になっている。 ただし、『月印釈譜』には対応タグがついていない。

と「
笠到i綴5!..;)とJ隻慾JDD:...LA忌J主主斗jJO:，.， I皇全斗三旦J.12出島叫届U;;:::-'.iOA.薄政面誌面房高両五五必函

図 10 Uniconcで‘リしエキ'を検索した結果画面(赤線の中が『、法華経』巷2の検索結果)

く法華2:2a_8> 警主三井主三科 7] 豆三ァト霊型ぷ~.2..
く法華2:2a_9>喰セロト童旦司マモ斗堂笹川y
く法華2:2a_1O>官吏法説唄巷方便司斗ロl 斗一乗局Qλ]:~ 旦叶上智主
く法華2:2a_11-2b_1>中根~ 0ト叶吾茎叫 λ:1]告判主門吉井主亘司砕

1きロ}せ旦

く法華2:2b_2>三乗一道守] 7] 辛苦 7t童日|λトママ~せ.9]入]y ユ宮守l 苦手ロl 警喰品。l 斗
く法華2:2b_3>程吋1] 0十吾喰 lオ人]y
く法華2:2b_4>火宅斗窮子斗薬草斗化城斗繋珠斗撃井斗壬警斗父少斗醤師言叶弓叫
く法華2:2b_5>叶lEi斗三昔日最量 yマ平
く法華2:2b_6> 撃井斗父少斗干 E骨量守司 0] オ~豆 L十y 己}叫号叫賓哩コオ司叫叶斗

図 11: 1"法華経諺解』諺解文の分節及び‘タグ

子:<法華2:1b_1一司>警者主引盛況探0].2..く法華2:2a_8>
唱:<法華2:2a_8>警主唱7t旦珪司 7]:rr三井重型以|旦
世:く月樟1l :129a_3一手>警~ ~7t芝刈告吋 7] 吾オ全斗霊t:I]..Jl
1153:く法華2:2a_8>警者 1 引浅J兄深キ <1153法華2:1a_6一司>
1306:く法華2:2a_8>警者 1 引浅J兄深干く1306法華2:1a_6一司〉
企3:く法華2:2a_8>警者 1 引謹況深キく企3法華2:1a_6一司>
会二5:く法華2:2a_8>警者 1 引盛況深リしエキく企5法華2:1a_6一司〉
土6:く法華2:2a_8>誓者 1 引痩況深リしエ干く企6法華2:1a_6一司〉

子:く法華2:1b_2一司>輸者主托言訓鴫 1叫く法華2:2a_9>
型:く法華2:2a_9>噛七ロ}童旦叶マ弓ヰ昔笹川y
望:く月樗1l:129a_4一千>喰主旦司亘叶マモ斗営笹川y
1153:く法華2:2a_9>輸者 1 托言訓暁ヒ <1153法華2:1a_7一司>
1306:く法華2:2a_9>輸者 1 托言訓暁ヒく1306法華2:1a_7一司>
企3:く法華2:2a_9>輸者 1 托言訓暁ヒく企3法華2:1a_7_司>
企5:く法華2:2a_9>輸者 1 托言訓鴫リしエヒく企5法華2:1a_7一司〉
企6:く法華2:2a_9>輸者 1 托言訓暁リしエヒく企6法華2・1a_7一司1>

図 12: r法華経』巷2の官頭各種異本対照資料
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このように各資料に対応タグがついていれば、ある一つの文献の特定用例を出発点として異なる文献の対

応部分を容易に検索することができる。上のく図10>において“く法華2:2a_8>"という対応タグをUniconcで

再び検索すれば、次めような結果を得ることになる。

図 13 Uniconcでタグ代法華2:2a_8>"を検索した結果

-ー

このような作業を途行するにあたり最も困難だったのは、各テキストを適当な長きに分節する作業であっ

た。分節作業を正確にするためには、作業者が中世韓国語に関して相当な文法知識を具えつつ、該当テキス

トの構造及び内容を正確に把握している必要がある。『法華経諺解』諺解文の分節作業において諜謬が発生す

れば、他の資料の分節においても同ーの誤謬が波及するため、まず諺解文の分節作業において正確性を期す

る必要があった。一次分節作業の後、口訣辞典チームの数人的シニアメンバーが校閲したが、まだ多くの誤

謬が残っていることが予想される。分簡にあたっては唯一つの正答が存在するわけではなく、複数の可能性

があるという場合ももちろん多 hあった。

先だって、『法華経諺解』の諺解文を入力する段階において、該当分節単位が『法華経』本文なのか戒環の解

なのかという情報の重要性に前もって気付くことができず、後の段階ではじめてそれに気付いたことを言及

した。しかし、本文と解の区別だけでなく、テキスト構造に関するより細密な情報が電子化に含まれるのが

望ましかったという事実に関しては、資料の電子化作業がほとんど終わったころにはじめて気付くところと

なった。そこで、こういった情報は各文献ファイルには含めることができず、別途のファイルとして作成す

ることとなうた。『法華経』のテキスト構造をどのように把握するのかというのも決して簡単な問題ではない

が、韓国に現在伝わる「法華経要解』文献には戒環の科判による科文が載せられていて、これをもとにテキス

ト構造を把握することが可能である。この情報はく図14>を参照されたい。

口訣辞典編纂作業をする中で、テキストの対応部分を検索する際、上述の加き二段階にわたる検索ではな

く一度に検索できるようにしたらどうかという意見が提出されもした。一種的並列コーパス(parallel

corpus)検索機能というわけである。発表者自身も当初からそのような機能をUniconcに迫加したかった

が、この作業は多大なる時間と労力を要するため、手をつけられずにいた。そのような中、口訣辞典プロ

ジェクトが終わった後にブログラミンク、、言語Pythonlこ熟達した(株)タウムコミュニケーション(斗告オ昇叫

升]o]祖)の李斗行先生のお力添えを頂き、並列コーパス検索機能を備えた新たなコンコーダンスである

pyconcの製作を試みたことがある。いまだ未完成であり、並列コーパスも3つ以上のテキストの同時検索は

まだ不可能で、 2つめ対応テキストの同時検索のみが可能な状態であるが、今後機能を向上させていく計画

である。<図15>を参照されたい。 15、16世紀ハングル文献でに叶斗'を検索した結果であるが、諺解文のす

ぐ下にそれに対応する漢文原文が表示きれている。中世韓国語ハングル文献の場合には、このように二つめ

対応テキストの同時検索機能だけでも十分に有効に活用することができる。なお、特にPyconcのための別

途のGUIは製作せず、 Eclipseという統合開発環境(IDE)を利用している。
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82縄膚混血敵陣昆 I !~ 3上損得記炉)
10峰創温 I 1興記

しサ 3・諸偽臨歯師法 I 2重繍
11見貧堵晶 l ι4夫人蹟署J(4)

日 2・鯵働f制宮署) I 1鼠響
12提婆過多品 I 2供悌

13勘持品 I 3縞a
14安鱒ff晶 I 1"' 4量創的)
15従曲面面岨晶 I 1繍穏聾
16知機寄量晶 I 2織薯意
17~昔別動纏晶 I 3鋪由回旬
18障害勃鍾晶 I ，~， 2膏蹴正交(匂

191:圭侮功鍾晶 I i"ll賞記喰制4)
2日常本語蕃礎晶 I 1身子自慶

'3 3涜齢情) I 2欄起盛
21姐来事ーカ晶 I 31首飾決縫

22・思品 I 4偽輿毘鴎
23厳主事鶴本事晶 i 市 2jfl責磁軍司10)

24鯵奮蕃薩晶 I 1宅主尉カ
25厳世音書籍普門晶 I 2.底入lf;:
26~揖尼晶 I 3童書火遁

27鯵焼廠主本事晶 I 4長者懇叙

-zf???ー嬰

2111量一周練中根

法草七喰

三界火宅空lI:li尋t火宅喰}
集者四障者全IlJl容{卿干噌}
三車二木~lJl尋(..喰)
化誠曹慮宝11:11尋{化誠司臨)
録中明書車笥lJl辱{製議喰)
貧人県型車~I:I I尋{夜軍事喰}

良.'"干当I:li尋{富子園畠}

図 14左 r法華経』全体(言十28品)の構造、右:警喰品の構造
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2.字吐釈読口訣

字吐釈読口訣(以下釈読口訣と略称)においては左側吐と右側吐の区別、及び逆読点というデバイスを利用

して韓国語の語順に従って読むという特徴があり、漢文の構成要素を音読することも釈読することもあると

いうのが音読口訣と異なる点である(く図16>参照)。

図 16:字吐釈読口訣資料rl日訳仁王経』張2行1-19

釈読口訣は音読口訣に比べ現存する資料の量が少なく、口訣辞典プロジェクトが始まる前に既に多くの研究

者たちによってある程度電子化きれていたため、電子化のための新たな労力は比較的少なかったといえる。し

かし、口訣辞典プロジェクト以前に電子化きれていた釈読口訣資料は以下めような形式であった。

〈干包02:01>信行乙具足リエゲ
〈干宅102:01>復リ 1五道セ一切衆生.，有セナヤ
く子世02:01-02>復リ寸他方セ量/台{可}セ、J 1不先.，巳セ衆有セ t;. 
〈子包02:02-03>復・J 1十方浄土乙境リる百億高座乙現、J ~百億須禰賓花乙化、，亀/ 1 l'.有セ r1 :各予各
矛 3ホ座前セ花"セ上十量無セ 1 化俳.，有 t'、;;;. 
く子世02:03-04>量無セ 1菩薩:比丘:八部ミノ与セ大衆.，有ナハエ千各 F各Fホ賓蓮花』十坐リエ品、
く子全102:04-06>花上 3十皆セ量無七 1園土.，有セう 1ム一一園士 3十tI悌:及ハ大衆ミノ;f.，リ両~ 1 
ム今c:. {如}産異・J 1 無セ;;;. 
く子世02:06-07>一一園士セ中 5セー-f弗:及ハ大衆:/与 tI各F各F小般若波羅蜜乙説巳ハエ|
く子世02:07-09>他方セ大衆:及ハ以ホ化衆: {此}.，三界 t 中 3セ衆 zノF 十二大衆1皆セ来・， l小集
舎リ 3 九劫蓮花座 3 十坐リ白~ 1ム其曾セ方康1九百五十里.， 1乙大衆.，愈然号而"坐リ巳ハニ|
〈子~02: 1O-12>爾セリ 1 時十十号.，亀三明.，孟大滅諦.，毛金剛智.，主リエ 1 樗迦牟尼併 1 年乙初セうリ 1
月t 八日 S十方セ十地 5十坐リエ千大寂室三昧 3十入リユリ 1 縁乙思、， l早大光明乙放、， l 三界セ中る
照リもハニヤ
く子~02:12-14>復リ 1 {於}頂上』十リ 3 千賓蓮花 L 出リ白~ 1 A 其花1上リ 1非想非非想天 5十至る光刃
亦リ 1 復 h 爾セ言、，ェ 4・乃 3 他方恒河tt-¥:: 諸エ 1 {i弗セ園士 3十至.，、，己ハエ|‘
〈干但02:14-15>時十無色界セ手 1量無セ 1麹ノ 1l'.セ大香花 L 雨~ 1ム香1車輪{古川 l・， ~花 1 須禰山
王{如}Iリナ 1 ミ雲{如}Iリ』而 m 下リ a l'. c:. ;. 
く子世02:15-17>十八党天王1百境異色花乙雨.， ~六欲セ諸 1 天刀量無セ 1 色花乙雨円高リナヤ
〈子全}O2:l7-18>其 f弗セ座前 3十自然守而・・九百高億劫花.，生ノ 1ム上リ 1非想非非想天 3十至ナヤ
く干~02:18>是セ・J 1時十世界セ其地1六種"・震動リ o l'. I 
く子百02:19>爾セリ 1時十諸1大衆1倶セリ 3ネ共セ愈然守生疑リ 5 各 5ホ相。も音。謂言、J t f' 

図 17:字吐釈読口訣資料『旧訳仁王経」張2行1-19(長〈分節されたノ〈ージョン)
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く図17>に見えるように、各単位が比較的長い単位で分節きれており、この単位全体に対して出典表示が

なきれていた。しかし辞典編纂作業をしながら用例を抜き出す場合、大抵はこれより短い長きで切って用例

とするのが普通であり、その場合短〈切られた用例が正確に何行目から何行目にわたっているのかを知るに

は原文のイメージや影印本を確認しなければならないという不便があった。従って、<図17>に提示された

ものよりはもっと短い単位で分節するのが、辞典編纂作業にはずっと有用だということになった。しかし、

あまり短い単位で分節すると、どの部分とどの部分が合わさってより大きな単位を構成するのかがむしろ分

かりにくくなるおそれがあるため、分節した単位の閉め結合関係は“[]"によって表示することとしたロく図

18>を参照されたい。

く子'(.¥02:01>[信行L 具足リエゲ
く子也02:01>復リ 1五道セ一切衆生月有セナヤ
く子'(.¥02:01-02>復リ 1他方セ量/台{可}セリ寸不長 111:.セ衆有セナヤ
〈子包02:02-03>復リ 1十方停土 L 費リ者百億高座 L 現リ亀百億須禰賓花ι 化リ毛ノ 11:.有セナ 1; 1 
〈子'(.¥02:03>[各 F各 'j 1小座前セ花町セ上十量無セ 1化例 11 有ナハニヤ
く子'(.¥02:04>量無セ 1菩薩 1 比丘:八部・ノ与セ大衆 11 有ナハエ千各 F各 'j.1' 賓蓮花』十 坐リエ r
〈子包02:05-06>[花上』十皆セ量無セ 1 園士川有セう 1ム一一国土 3十tI f弗:及ハ大衆/，f 11リ白 9
1ム今L 如主異・I 1 無セエヤ
く子宅102:06-07> 一一国土セ中』十一一併:及ハ大衆:ノ，，~t I各 9各 J.1'般若波羅密 L 設 Eハユ 11
〈子'(.¥02:07-08> [他方セ大衆=及ハ以キ化衆{此H 三界セ中 3セ衆:ノ F 十二大衆1 皆セ来リ 1~， 
集舎リ 3 九劫蓮花座 3 十坐リ白~ 1ム
く子世02:08-09>其舎セ方康1九百五十里 111 c:，大衆 11 余然号而 m 坐リもハエ 11
〈子包02:10-11> [[爾セリ 1時十十号 11~三明 11 ~大滅諦 11 ~金剛智 11 ~リエ 1 符迦牟尼僻 1 年乙初セうリ
1 月七八日 i十方七十地 3十坐リニ千
く子'(.¥02:11-12>大寂室三昧 3十入リエリ 1縁 L 思リ 3ホ大光明る放リ 3 三界セ中 L 照リ巳ハエヤ]
〈子世02:12>[復、I1 {於}頂上 5 十リ 3 千賓蓮花乙出リ白~ 1ム
く子'(.¥02:13>[其花1上リ 1非想非非想天 3十至品
く子也02:13>光刀亦リ 1 復ぅ爾セ毛リエヤII
〈子也02:13-14>乃 3 他方恒河沙セ諸エ 1俳セ園土 3十至 11'，1:.ハエ I1 
く子世02・14-15>[[時十無色界セ :f 1 量無セ寸鑓 /1 1:.セ大香花乙雨~ 1ム
く子'(.¥02・15>香1 車輪{如}ト，主花1須粛山王{如}Iリr1ミ雲{如}Iリ 5 而 m 下リ<>1:. c:， ~. 1 
〈子'(.¥02・15-16>[十八焚天王1百鍵異色花乙雨リ毛
く子'(.¥02:16-17>六欲セ諸1天刀量無セ 1 巴花 L 雨 '1主リアヤ]
く子自02:17>[其悌セ座前 3十自然、号而一九百寓億劫花 11生/1 A 
く子'(.¥02:17-18>上リ 1非想非非想天』十至 t ~'l 
〈子世02:18>是セリ 1時十世界セ其地1六種町震動リロ1:.11 
〈子'(.¥02:19>[爾セリ 1時十諸1大衆1倶セリ』小共セ余然芳生疑リ}各ホ相うも式。 謂言リ tr 

図 18:字吐釈読口訣資料 liï日訳仁王経』張2行1-19(短〈分節された~，ージョン)

当初は、 Uniconcで検索するとまず最小の単位で用例を提示し、使用者が用例をもう少し長〈見たい場合

に“拡張"ボタンを押せば一番内倒的“日"まで拡張して表示きれ、再度ボタンを押すと次の“口"まで拡張する

という具合の機能をUniconctこ追加する計画だったが、作業者らが実際に作業をして見た結果、この用例拡

張機能が特に切実に必要というわけでもなかったため、この計画は取り泊された。

上のく図17>とく図18>は漢文を釈読口訣の指示通りに韓国語の語順で読んだ一種の“読み下し文"であると

いえる。口訣辞典に用例として提示されるのはまさにこのような“読み下し文"なのだが、研究に当たっては

このように韓国語の語順に変える前の状態も参照したいということが度 hある。また該当用例が文眠から遊

離して提示きれるため、意味の把握が難しい場合もある。そこで、このような情報を総体的に盛りこんだ資

料を別に作成することとなった。く図19>を参照きれたい。
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〈子包上;02:01-02>
A:復リ 1有[セ t~.]他方セ不[矢 11 1'.セ]可[セリ 1.]量/台、衆
B:復リ 1 他方セ量/骨{可}七リ 1 不先If1'.セ衆有セ t ~. 
C:復主他方人量蚤主せ司u]~正案今!オ吋
D:正⑪他方立|司I]uト萱牛討を衆生。l対立叶
E:豆叫す旦{司]uトヨ牛';f}，と叫号。l討対と同1.

〈子包上;02:02-03>
A:復リ寸有[セ t1 ;]麹[リ亀]十方浄土 L 、現[、，言]百億高座己、化['J 毛 J 1 1'. . ]百億須調賓花L
B:復リ 1 十方浄土 L 痩リ品百億高座己現、J ~百億須繍賓花る化リ孟ノ 1 1'.有セナ 1
C: 復主十方海土霊境~;司百億高座言現守材百億須禰費花霊化守材喜1マ'?，!忍 oj
D:正十方挿士号事費化λlヲ].ll百億高座吾斗叫叫五百億須嫡賓花曇鍵化^]ヲ]~立さトモ ú] 公せ司
E:λ]tiJ忍豆吋|喧卦巷叫匂~量会スト司フト L十斗L十叫匂旦J 牛ロlせ旦II~ 安[須禰賓華]~主主喧井吉ト叫

図 19:字吐釈読口訣資料『旧訳仁王経』張2行1-3(情報が綜合されたパージョン)

く図19>において、 Aは語順を変えず原文のまま提示したものだが、左側吐は“日"中に入れてある。 Bはこ

れを韓国語の語順で読んだ“読み下し文"であり、 CはBにおいて口訣字で表記した部分をハングルで転字

(transliteration)したものであるロ DはB、Cに基つ。いて現代韓国語に翻訳したものであり、 Eは東国大学訳

経院から刊行された『ハンクール大蔵経.JJ(r畦吾大戴経.1)の該当部分を引用したものである。口訣辞典の作業者

は、まずく図18>の資料により用例の抽出作業を行ってから、不審な部分やもう少し詳しく見たい部分をく図

19>の資料で探してみるという具合に作業を進めたロ

3.点吐口訣

点吐口訣とは、漢字の特定位置に点や線などを記入することで特定要素を表現する方式の口訣である。

〈図20>を参照されたい。点吐口訣は一種の釈読口訣であると言えるが、字吐釈読口訣と比較すれば、点吐

を字吐として解読するという過程が一段階余計に挟まっていると言える。また左側吐・右側吐の区別及ぴ逆

読点というテ'パイスを通じて読む11関序を明示的に示す字吐釈読口訣と異なり、点吐口訣では句節末に全ての

吐を集めてつける。例えば“他動詞+目的語"構文において目的語につく対格助詞と他動詞につく語尾を、句

節末的目的語の一番最後にまとめてつけるという具合である。したがって一つの漢字に複数の点吐がある場

合、これらをどういう順序で読むべきかということも知っておかなければならない。

点吐口訣資料を電子化するにあたって、まず点吐が打たれる位置を数字の座標で表現することにした(く表

2>参照)。実線の四角形は漢字の字画を囲む仮想的な四角形を表す。点吐は漢字の内部に打たれることも外

部に打たれることもあり、その位置は大体にして縦横五段階に分けられ、合計25箇所の位置を座標で区別

して表現することができる。

，
/
 

.1 

11 12 13 14 15 

2 2 沼 24 :i5 

31 32 a 34 :E 
'曹司可・ ー・.

41 42 43 44 45 

日 回 国国 日 ， • . 

表 3: r稔伽師地論』点図
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表 2:点吐の位置の座標



図 20:点吐口訣資料『議伽師地論』巻8(誠庵古書博物館所蔵)張1行5-10
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ところカ‘く表3>に見えるように、実際には『職伽師地論』に現れる点吐の位置はく表2>の座標体系よりもっ

と細分化きれることが度 h ある。例えば対格助詞‘乙(告)'の位置は、四角形の右辺の線上ほどにあたる。し

かしこの位置に漢字の字画がある場合、これを避けるために線の内側や外側に若干ずれて記入きれることが

あるため、対格助詞‘L.'に該当する点吐の位置は34と35の聞であると言える。このような場合、座標を

34-35と表現することにする。このようにして、点吐のより細分化された位置が発見される度に座標体系自

体を全面的に修正するよりは座標体系を固定しておき、その体系内で細分化された位置を表現する方案を摸

索したものである。この方式によれば‘四(斗)'の位置は31-32、‘斗(干)'の位置は22-23、‘ 11(0])'の位置は

22-32、~、(寸)'の位置は32-42、‘久(支)'の位置は34-44、‘λ1(~)'の位置は 23-33、‘リ 1 ('?])'の位置は

33-43、'-01 (吾)'の位置は33-34とすることができる。さらに、， -0 (..iI.)'と‘小(苦)'は共に15の位置とする

ことができるが、‘ホ'は四角形的右上の角に接近して打たれるのに対し‘ピは角から遠く離れて打たれるの

で、.-0 'の位置は+15と表示する。このようにして全ての点吐の細密な位置を座標で表現することができる

ようになった。

rJi者伽師地論』の点吐はそれぞれの位置の単点を土台とし、点吐がどのような形で現れるかによって該当位

置の単点に対応する字吐の前にどのような要素が添加されるかが規則によって大体分かる。斜線(/)の場合は

'" 1 (芝)'が添加され、 j並向きの斜線の場合は‘ノ 1(喜)'が添加きれる。四角形の外側で、斜線/逆斜線が四角

形に接近していれば‘リ 1/ノ1'が添加きれるが、斜線/逆斜線が四角形から遠く離れていれば‘リ r(茎)/I戸

(喜)'が添加される。

点吐口訣資料を電子的に構造化した結果は、次のように例示できる。

く弁7十0801:05-07> 
A: 復次[23(・)] 云何[34(・)] 雑染施設建立[51(・)，15(・.)#15(¥)] 謂由[勾号但] 三種雑染
[34(・)，24(・)，33-43(/)]麿知[42(リ，51(・)]何等[34-35(/)]昂三[51(・)，15('.)]ー煩悩雑染二業雑染三生

雑染[51(・)]
B:復次[7 ]云何[乙]雑染施設建立[1 ， I令官]謂由三種雑染[乙，人リ 1印]麿知[ノ骨セ， 1 ]何等[リ 1L.] 

局三[1 ， I令官]ー煩悩雑染二業雑染三生雑染[1 ] 

c:復次 P 云何乙雑染施設建立(11 ) 1 I与百謂三種雑染乙由 3リ1印知/占{麿}セ!何(<l )等
リ1乙{篇}三(11 ) 1 I令官ー煩悩雑染二業雑染三生雑染(11 ) 1 

D:E 斗告主主平唄告雑染施設建立01 斗きトセ7r? 号 λ~1 7トスl 雑染告官ロ1廿会雪告せoトo~ 号斗.
叶吋せそ見吾告費01己十台十七アト7fd州煩悩雑染，吾柑業雑染， ~理事司生雑染 01 斗.

E:叶噂オ|叶叶官主号91包叶す告 λl苦言ト叶刈l音01己l..iI.許E二Lキ司坦，ぺ11 7トス1~ 叶叶唱♀包雪
堂。トoト巷斗.平唄01 }.~1 7rス1'?]7ト.契柑七li'!斗9J叶司唱.2.Jl，吾柑ミラ唱9J叶叶唱主Jl，ぺl 双q~ す
9J cヰ叶官旦01t:十.

く井ヌト0801:07-08> 

A:煩悩雑染云何[11-21(ー)，+15(・)]嘘把南日[15-25(一)]
B:煩悩雑染云何[巳，ロ]哩柁南日[r ] 
C:煩悩雑染云何(リ)もロ喧柁南日 r

D:煩悩雑染岳平唄'?]7r?岨柁南o豆苦言r71曇

E:唱斗判官主己:ト骨名干曳011キ詩型，♀じいトL十豆苦言十己1斗.

図 21:点吐口訣資料『稔伽師地論』巷8(誠庵古書博物館所蔵)張l行5-8の構造化された資料

Aは、原文に記入された点吐及び符号を可能な限り客観的に表現したものである。点吐の位置を座標で示

した上で、括弧内に点吐の形状を示したロ一つの漢字に点吐が二つ以上ある場合、読む順序に従って点吐を

配列した。 Bは、現在までの研究結果に基づき、 Aに示された点吐一つ一つを字吐で転字(transliteration)し

たものである。点吐がどのような字吐に対応するのかまだ明らかでない場合、 BにおいてXで表示する。一

つめ点吐が二つ以上の口訣字の連鎖に対応し、これらの中で一部は明らかだが一部は未詳の場合、未詳であ

る部分をxで表示する。 CはA、Bに基づく“読み下し文"である。 BでXやxとなっている部分はCでもそのま

ま表示する。そしてA、Bには無いが当時的言語に対する文法的知識から必要だと判断きれる要素に関して
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は括弧内に入れて補充した。包括動詞‘リ(守)'や繋辞‘川01)'が最もよく補充される要素である。 DはCに基づ

く現代語訳であり、 Eは東国大学訳経院から刊行された『ハングル大蔵経J (r骨量大藩程J) の該当部分を引

用したものである。

全ての点吐口訣資料に対してく図21>めような形式の資料が構築されれば、研究者はUniconcめような検

索プログラムを利用して特定位置の特定形状の点吐を検索でき、用例を抽出して文脈をよく見ることによっ

て解読を進展させることができる。例えば点吐口訣研究め初期段階では11の位置の単点(以下ll(・)で表示)

が1日'字構文の‘え'に対応するという事実だけが知られていた。ところが、 11(・)を検索して文脈主観察した

結果、 1日'字構文以外的特徴的な構文が発見された。'嘗知'や‘麿知'の後に目的語節(objectclause)が来る

時、その目的語節の最後にll(・)が付く傾向が見られたのである(く図22>参照)ロ

B一 一一

_17，!r:J. þ.;此中 [22(').42(・)]略義[22-32崎)J者[15..，也事(-).23~幻{う】

=11(・).5筑/)]

元上党行求[22-32(・)71者[15-25(サ.23-33(・)]謂求元

1ー紺主ニ斯繍三行相四割呈五創的対署七荒鴨

19~'，4r A:貌生己盆等[32ωl一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一]1l1J[33(ヤ 11引 0.;1;μIt!ω]96)，
!$/，;)A:叉捗勝欄[3叫 .1τ存度π示内署T宣言士顎T羽田園圃圃圃圃圃圃圃

19~;古iA: 綴漫滋[34<・)， 15-25ω，5 1(・】]者[23-33(サ]

Ui;.i} A: 
、 10~ 'j: A: 
A: 

lPipml・E回目隠f(7)iIM悶 I凪酒珊....，.，，..， ._..，ー
1(・).51(・)11

]123)ー貧コ量三痩四自五町強他絢七所雪量

11眠位[31(すl中位難位云伺[11ω，叶5(・)]

重宝盟:..1品性斗皇盟斗泌虫色斗魁監4怠塾J史IPI..I怠艶ιi旦匙斗日官:-f・!OAa
図 22: EmEditorで正規表現“[嘗麿]知[̂ ¥n]*?11¥(・¥)"を検索した結果

字吐釈読口訣の場合、このように動詞に後置された要素の後には助詞‘ム/; (叶)'が付き、後置された要素

が名詞句ではなく節である時には依存名詞‘モ'と助詞‘叶'が結合した‘ r(吋)'が使用される(朴鎖浩2005)。こ

のことを通して、 11(・)が‘ぇ'のみならず‘ r'に対応する場合もあることが分かった。(朴鎖浩2003)。その後

の研究成果によれば、‘ぇ'に対応する点吐と‘丁'に対応する点吐は共に11の位置だと言えるが、前者は11の

領域内でも少し左下の方、 f走者は右上の方に打たれ、両者が弁別的であるという主張もなされるようになっ

た(徐民旭2005)。

4.点吐と字吐が共に記入された資料
『合部金光明経」巻3(大郎め金乗九氏所蔵)は、字吐釈読口訣資料としてのみ知られていた(南権照1995)。

ところが2004年4月26日この資料に字吐のみならず点吐も記入されているという事実が発表者によって発見

された。その時までに知られていたr聡伽師地論』及ぴ『華厳経』点吐口訣は皆角筆で記入きれていたが、この

資料においては時々角筆点吐が確認されるものの、大部分は墨書により点吐口訣が記入されていた(く図23>

参照)。発表者がこの資料を奔見する以前に他の研究者らによってこの資料の点吐の有無が調査きれた事は

あったが、点吐の発見には至らなかった。彼らが点吐を発見できなかった原因は、第一に彼らが主に角筆点
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吐に気を とられてしまい墨書点吐にはあまり 気を配れなかったこと、第二に彼らが『職伽師地論』の点吐体系

に対する詳細な知識を持っていなかったということがあげられそうである。

図 23: r合部金光明経』巻3張2行1-8
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「合部金光明経』巻3の点吐体系は『職伽師地論』のそれとほぼ同ーである。きらにこの資料には点吐と字吐

が共に記入されており、いわば点吐口訣におけるRosettaStoneと呼ぶに値する。この資料を通して、それ

までの『聡伽師地論』点吐口訣に対する張景俊、徐民旭等の解読が非常に正確なものだったことを確認するこ

ととなった。きらに、この資料の字吐には誤謬が散見されるのに比して点吐は非常に正確に記入きれてお

り、言語史資料としての価値が字吐よりきらに高いと言える。おそらくこの資料に点吐が記入された後、こ

の資料の点吐体系に対する知識が不完全であった別め人物が点吐を参照しつつ字吐を書き加えたものと推測

される。

この資料は字吐と点吐が共に記入きれているため、電子的に構造化するにあたっても最も複雑な問題を呼

び起こす。この資料は次めような形で電子化きれている。

く音寺3，02:01>
p: (嘗如賓須鵡)山王.是名γ檀波羅蜜因.-'lい
Q: (嘗賓須漏)山王(如)是・.名1:檀波羅蜜因-./lい
A: (嘗如賓須漏)山王[11"'21(・・)，子遭スト(・てF:)]{45(・.)}是[34(・)]名[54(・)?-2f]檀波羅蜜因[臼(・)，55(..)?-2f] 

B: (嘗如賓須漏)山王[・ウ二]是[....]名[つ]檀波羅蜜因["，ノ=rい]
C: (嘗賓須粛)山王(如:;..)・・つ・ 是名子檀波羅蜜因・ー， :r-小
D: 1:11弁舌十喧賓須菊山王ヰ巷会費 01奏会曽巷。1檀波羅蜜因叶斗詩吋
E 1:I]i子宮干喧Ji!.lls;豆毛!-'Tロlせ斗巷J主y 01~央会且λ.1 1:1ト叫宮崎坦(因)01i!干を斗.
N:善男子。嘗如寅須菊山王偉盆一切。此菩提心利衆生故。是名第一布施波緩蜜因。
0: 笹サストOl，ロトぇ1 旦llß 牛叶せ普01 会事~ ~認会 01~升|骨ミラ戎斗巻。1 ， 01列'{J:舎判官ト舎三号5'-)盟会 01吾オl許71
Us吾ofl01奏会柑lJi!.λ.111t吟唱司型(因)01叫.31.01暑をヰ.)

く晋号3，02:01一位>
p:第二護心1嘗 1如L子・ J ‘1 …]大地i持["-]一切(法)事.#' r ぺ・故，是・・名戸波羅蜜因-• . =rい
Q:第二護心!嘗 !大地 l一切(法)事 J J:・持r 如土・ー::.， …故，是.-名子戸波羅蜜困ーー打、

A: 第二費心[沼(・)]嘗[2:Ja(・)]如大地[2Z"'32(・)一昔+]持一切(法)朝日(・)?，=+あω神話ω?]故[必<D，21(.)?#11"'21(・)?-
2f]是[34(・)]名[54(・)?ー斗]戸波羅蜜因[田(・)，+日(・.)]{44(・)}

B:第二費心[.， ]嘗[• 1 ]如大地[，]持一切(法)事[-jig¥二]故[土 1 、" ，]是[.--1名[ぺ]戸波羅蜜因[ー，....:r-小]
C:第二費心-，嘗 1 大地 l一切(法)事、パーペ持(..-，)如(:ぷ
， • 

D: ②第二費心会司令詩喧大地アト一切法olY 事01Y 許せ3!舎ス~Yミラヨ史斗巷会井~三豆 01茶会宮署叶戸
波羅蜜因。1斗卦吋
E 手電事司苦1) 01母国l弁詩型t:llス1斗を01 曽刻|宅J 9J唱会 7ト司~ ~itol斗 Op央会ズ|河I[戸]l:It斗宮崎唱。1斗 01吾
を斗.

N:善男子。嘗如大地持衆物故。是名第二持戒波羅蜜困ロ
0:往昔ストOl，ロトヌ1叫スH大地)7t旦吾吾担金ァトス:1.31.虫lミラ戎ヰ巷71喝吾ofl01夜会刈12ズ1河Illti!干宮崎唱。1i!}.31. 
01署警斗.)

図 24: 1"合部金光明経』巷3張2行1-2の電子的構造化

く図24>において、 A-Eはく図21>の場合と同じである。 Pはこの資料に記入された字吐釈読口訣をそのま

ま判読した結果であり、 Qはこれを韓国語の語順で読み下したものである。すなわちP、Qはく図19>のA、B

に相当する。 Nは『金光明経』めまた別め漢訳本である「金光明最勝王経』の該当部分であり、 Oは東国大学電

子仏典研究所ウェプサイト (http://ebti.dongguk.ac.krf)で提供するその韓国語訳である。 Aにおいて点吐の

位置と形状を示した後に‘-Zf'としたのはこの点吐が角筆によることを表し、‘一昔'とは角筆と墨書が共にあ

ることを表す。‘一昔'の後に‘+'とあるのは、角筆点吐と墨書点吐の位置に少しずれがあることを表す。‘ー昔

+'と表示されたものは、角筆点吐と墨書点吐が時を隔てて別均に記入された可能性が高い。‘ー昔'の後に‘+'

表示の無いものは角筆点吐と墨書点吐が同じ位置に重なっているものだが、両者が時を隔てて別 hに記入き

れた可能性もあり、また角筆の先に墨をつけて同時に記入した可能性も考えられそうである。これに関する

詳細なことは、現在研究者らに配布されているイメージファイルだけでは判断しにくい。実物調査及びより

高解像度のイメージの撮影が切実に望まれている。
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5.これからの課題

口訣資料の電子化に関して最も急がれる課題は、入力資料の正確さを高めることであるロ点吐口訣と字吐

釈読口訣の場合には資料の量が相対的に少なく、比較的多くの時間と労力を費やして入力し、何度も検討を

重ねたものなので割合正確な方だが、音読口訣資料は量的多さに比して充分な時間と労力を投資できなかっ

たため、多くの誤謬が残っているものと思われる。音読口訣の場合には特に一次入力作業に当たった者が必

ずしも作業に熟練していたわけでなく、また校閲作業も十分とは言えない。研究者たちが間違いだらけの

コーパスを検索し研究に利用しているというのは、大きな問題となり得ないはずがない。

コーパスの誤謬修正作業のため、あるいは研究に際して検索した結果に不審な点がある場合などにも速や

かに原文を確認できるようにするために、検索プログラムに原文イメージ確認機能が追加されると良いだろ

う。検索結果から、該当用例またはそれに関連付けられたボタンをクリックすれば該当用例の原文イメージ

が聞かれるという具合である。

このようなコーパス構築 修正作業や検索プログラムの開発 改善作業には多くの人力と費用が必要とな

るだろう。政府からの研究費を得ることも重要かもしれないが、現段階では研究費を取るにしても、これに

参与するに足る熟練した人力が著しく不足した状況であると思われるロまずは研究の底辺を拡大し、地道に

研究力を育てる必要がありそうである。
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